






































































































本研究は，X 年 6月，筆者が教員補助者として訪問した S 県にある S 特別
支援学校において，実施することになったものである。研究期間は，X 年 9














の知的障害を持つ女子 1名（以下，A 子）であった。中学 3年時に実施した
新版 K 式発達検査では，姿勢運動 DA 3歳 1ヶ月，認知適応 DA 1歳 4ヶ月，































































































































































































































選択場面提示条件 3における 1日あたりの全自発的要求回数の平均は 8.1回
であり，3分の 2のセッション場面において『選好高カード』の自発的要求の
生起が観察された。自発的要求の内訳は，『お茶カード』の自発的要求回数の
































































からセッション 3・4・13・32・42・43・44・48日目は A 子が前日に適度な
睡眠を取れていないことが報告された。これは自発的要求回数が少ない日とほ
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